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麦
　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
降
雨
に
よ
り
、
一

部
の
耕
地
で
根
腐
れ
が
発
生
し
て
減
収
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
期
の
降
雨
に
よ
り
一
部

地
域
で
刈
り
取
り
作
業
が
遅
れ
て
穂
発
芽
が
発

生
。
品
質
が
低
下
し
ま
し
た
。

 

ホ
ッ
プ
・
ぶ
ど
う

　
ホ
ッ
プ
は
７
月
の
低
温
・
日
照
不
足
や
降
雨

で
葉
枯
れ
や
球
花
が
生
育
不
良
と
な
っ
た
ほ

か
、べ
と
病
が
発
生
し
て
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぶ
ど
う
の
生
育
は
お
お
む
ね
順
調
で
し
た

が
、
７
月
〜
８
月
の
断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
、

一
部
で
裂
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

主
な
被
害
状
況

 

水 

稲

　
７
月
の
断
続
的
な
降
雨
や
低
温
、
日
照
不
足

に
よ
っ
て
県
内
各
地
で
イ
モ
チ
病
が
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
７
月
11
日
～
12
日
と
７
月
27
日

～
28
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
一
部
地
域
で
は
河
川

が
氾
濫
し
て
、
土
砂
流
入
や
冠
水
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ク
マ
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や
稲
が
踏
み
荒

ら
さ
れ
る
被
害
も
発
生
。
獣
害
で
収
穫
皆
無
と

な
っ
た
耕
地
も
あ
り
ま
し
た
。

　
土
砂
流
入
や
獣
害
、
春
先
の
水
不
足
に
よ
る

移
植
不
能
な
ど
で
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
耕
地
の

共
済
金
に
つ
い
て
は
、※
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

※
共
済
金
の
仮
渡
し
…
収
穫
皆
無
な
ど
で
支
払

共
済
金
見
込
額
が
確
定
し
て
い
る
場
合
は
、

仮
渡
し
と
し
て
共
済
金
の
一
部
を
早
期
に
支

払
い
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
社

会
活
動
が
従
来
の
姿
か
ら
一
変
す
る
未み

ぞ

う
曽
有
の
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
N
O
S
A
I
で
は
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
た
方
の
共
済
掛
金
等
払

込
期
限
の
延
長
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。
ま
た
、「
３
密
」
を
避

け
る
た
め
、
総
代
会
に
つ
い
て
は
最
小
限
の
出
席
者
で
の
開
催

と
な
る
よ
う
に
総
代
の
み
な
さ
ま
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
種
事
業
に
つ
い
て
も
、
共
済
部
長
の
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

水
稲
で
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
低
温
や
日
照
不
足
に

よ
り
、
各
地
で
イ
モ
チ
病
が
発
生
し
ま
し
た
。
損
害
評
価
員
、

損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ま
の
迅
速
か
つ
公
平
な
損
害
評
価

に
よ
り
、
共
済
金
の
支
払
い
を
と
お
し
て
農
家
の
再
生
産
に
寄

与
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
総
代
、
共
済
部
長
、
損
害
評

価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

N
O
S
A
I
で
は
、
収
入
保
険
制
度
の
普
及
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。
全
て
の
農
産
物
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
に
よ
る

収
穫
量
の
減
少
だ
け
で
な
く
、品
質
低
下
や
市
場
価
格
の
下
落
、

農
業
者
の
病
気
や
怪
我
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
な
ど
、
農
業
収

入
の
減
少
を
幅
広
く
補
償
す
る
制
度
で
す
。
さ
ら
に
は
「
直
売

所
の
来
客
が
減
少
し
た
」、「
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
で
出
荷
で
き
な

い
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
カ
バ
ー
し
ま
す
。
県
内
で
も

多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
す
で
に
１
３
６
経
営
体
に
対

し
て
、
１
億
６
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
保
険
金
等
を
支
払
っ
て
お

り
ま
す
。
収
入
保
険
制
度
は
、
み
な
さ
ま
の
農
業
経
営
の
支
え

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。農
業
共
済
制
度
と
合
わ
せ
て
、

全
て
の
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
制
度
の
普
及
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、本
年
が
災
害
の
な
い
年
に
な
る
こ
と
、

組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
て
の
農
家
を

　
　   

サ
ポ
ー
ト

 

収
入
保
険
制
度
と

      

農
業
共
済
制
度
の
普
及
・
定
着
を

組
合
長
理
事	

菊
　
地
　
一
　
男

副
組
合
長
理
事 

兼

盛
岡
地
域
・
統
括
理
事	

沼
　
田
　
弘
　
美

中
部
地
域
・
統
括
理
事	

名
須
川
　
義
　
夫

胆
江
地
域
・
統
括
理
事	

及
　
川
　
良
　
男

磐
井
地
域
・
統
括
理
事	

菊
　
池
　
清
　
貴

東
南
部
地
域
・
統
括
理
事	

菊
　
池
　
利
　
孝

宮
古
地
域
・
統
括
理
事	

菊
　
地
　
政
　
喜

北
部
地
域
・
統
括
理
事	

小
　
坂
　
源
　
藏

理
　
　
事	

杉
　
浦
　
正
　
治

理
　
　
事	

長
　
澤
　
　
勉

理
　
　
事	

小
野
寺
　
洋
　
一

理
　
　
事	

星
　
　
　
敏
　
夫

理
　
　
事	

遠
　
藤
　
武
　
光

理
　
　
事	

清
　
水
　
秀
　
悦

理
　
　
事	

佐
々
木
　
昭
　
男

理
　
　
事	

髙
　
橋
　
　
明

理
　
　
事	

下
谷
地
　
　
清

理
　
　
事	

昆
　
野
　
周
　
市

理
　
　
事	

菊
　
池
　
康
　
祝

理
　
　
事	

石
　
川
　
文
士
良

理
　
　
事	

千
　
條
　
幸
　
男

理
　
　
事	

菊
　
池
　
一
　
彦

理
　
　
事	

松
　
浦
　
保
　
往

代
表
監
事	

藤
　
原
　
俊
　
幸

監
　
　
事	

佐
　
藤
　
　
均

監
　
　
事	

高
　
田
　
和
　
己

監
　
　
事	

竹
　
田
　
富
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
職
員
一
同

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す

組合長理事 

菊地 一男

水稲共済は７,１７９万円
令和２年産水稲（半相殺方式・一筆方式）、麦、ホップ、ぶどうの共済金をお支払いしました。

地域
センター名

水　稲
（半相殺方式・一筆方式） 麦 ホップ ぶどう

戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円）

盛　岡 46 7,059,140 60 24,215,445 0 0 0 0 

中　部 50 6,145,824 39 51,991,373 1 92,820 0 0 

胆　江 92 8,149,636 2 23,845 1 304,980 0 0 

磐　井 451 40,521,720 2 97,242 0 0 2 136,470 

東南部 67 6,282,208 0 0 5 1,023,230 0 0 

宮　古 45 2,563,568 0 0 0 0 0 0 

北　部 25 1,075,924 18 8,350,387 2 954,720 0 0 

計 776 71,798,020 121 84,678,292 9 2,375,750 2 136,470 

表　地域センターごとの共済金支払状況 （令和２年１２月現在）

令和２年産共済金支払状況

イモチ病
（令和２年９月１７日撮影・金ケ崎町）

イノシシによる獣害
（令和２年９月９日撮影・紫波町）

麦の穂発芽
（令和２年７月９日撮影・雫石町）

べと病により褐変したホップ
（令和２年８月１７日撮影・軽
米町）
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総
代・役
員
の
定
数
、家
畜
診
療
料
金
を
変
更

特
集

令
和
２
年
度  

第
１
回
臨
時
総
代
会

  

全
議
案
可
決
・
承
認

　
令
和
２
年
11
月
27
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
本
所

会
議
室
で
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
書
面

議
決
書
の
提
出
を
基
礎
と
し
て
、
当
日
は
総
代
７

名
が
出
席
。
役
職
員
の
出
席
も
最
低
限
の
人
数
と

す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
二
戸
市
の
滝
澤
進
総
代
が
選
任
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
７
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
説
明
】

議
案
第
１
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
現
在
の
総
代
定
数
は
３
０
０
人
で
す
が
、
組

合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

組
合
員
数
に
合
わ
せ
て
総
代
定
数
を
見
直
し
、

2
3
0
人
と
し
ま
す
（
図
１
）。
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
組
合
役
員
（
理
事
、
監
事
）
の
定
数
も

変
更
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。

　
ま
た
、
総
代
定
数
に
合
わ
せ
て
、
選
挙
区
と

選
挙
区
ご
と
の
総
代
定
数
の
配
分
も
変
更
さ
れ

ま
す
（
表
１
）。
今
年
は
総
代
の
改
選
期
と
な

り
ま
す
。
総
代
選
挙
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
の

選
挙
区
、
定
数
で
行
わ
れ
ま
す
（
15
ペ
ー
ジ
参

照
）。

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度
業
務
収
支
予
算
の
更
正
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の

た
め
書
類
の
送
料
が
増
加
し
た
ほ
か
、
広
報
紙

の
発
行
を
１
回
中
止
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
執
行
見
込
額
と
通
常
総
代
会
で
承
認

さ
れ
た
当
初
予
算
額
の
か
い
離
を
補
正
し
ま
し

た
。

提　出　議　案

議案第１号　岩手県農業共済組合定款の一部変更について … 賛成 295 反対 0
総代定数、理事定数、監事定数の見直し　など

議案第２号　岩手県農業共済組合事業規程の一部変更について … 賛成 295 反対 0
家畜伝染病予防法の一部改正による伝染病疾病名称の変更　など

議案第３号　令和２年度業務収支予算の更正について … 賛成 294 反対 0 棄権 1
新型コロナウイルス感染症の影響などで予算の執行見込額が変更となり、当初予算
額とのかい離を補正

議案第４号　農作物共済に係る危険段階別共済掛金率の設定について … 賛成 293 反対 1 棄権 1

議案第５号　園芸施設共済に係る危険段階別共済掛金率の設定について … 賛成 293 反対 1 棄権 1
農作物共済、園芸施設共済ともに直近２０年間の平均損害率で危険段階区分を設
定。損害率に応じた掛金負担とするため

議案第６号　家畜診療所の診療料金の見直しについて … 賛成 291 反対 4
家畜診療所の収支改善を図るため、診療料金を見直し

議案第７号　職員給与規則の一部改正について … 賛成 294 反対 1
地区担当手当を廃止、特殊勤務手当を見直し

選挙区 総代定数
盛岡市（都南地区・旧玉山区を除く）・滝沢市・雫石町 15
八幡平市 13
盛岡市旧玉山区・葛巻町・岩手町 14
盛岡市都南地区・紫波町・矢巾町 22
花巻市 30
北上市 20
西和賀町 5
奥州市水沢 11
奥州市江刺 17
奥州市胆沢 10
奥州市前沢・奥州市衣川 10
金ケ崎町 7
一関市一関地域 12
一関市花泉地域・平泉町 12
一関市大東地域・一関市東山地域 14
一関市千厩地域・一関市室根地域 9
一関市藤沢地域・一関市川崎地域 7
大船渡市・陸前高田市・住田町 10
遠野市・釜石市・大槌町 18
宮古市・山田町 6
岩泉町・田野畑村 5
二戸市・一戸町・軽米町・九戸村 23
久慈市・洋野町・野田村・普代村 10

合計 300

選挙区 総代定数
盛岡市（盛岡地域）・滝沢市・雫石町 12
八幡平市 10
盛岡市（玉山地域）・葛巻町・岩手町 10
盛岡市（都南地域）・紫波町・矢巾町 18
花巻市 23
北上市・西和賀町 20
奥州市水沢・金ケ崎町 13
奥州市江刺 13
奥州市前沢・奥州市衣川・奥州市胆沢 16
一関市一関地域 9
一関市花泉地域・平泉町 9
一関市大東地域・一関市東山地域 10
一関市千厩地域・一関市室根地域 7
一関市藤沢地域・一関市川崎地域 6
大船渡市・陸前高田市・住田町 7
遠野市・釜石市・大槌町 15
宮古市・山田町・岩泉町・田野畑村 8
二戸市・一戸町・軽米町・九戸村 17
久慈市・洋野町・野田村・普代村 7

合計 230

300人
総代定数 理事定数

 23人   19人
監事定数

 4人   3人230人

あいさつする
菊地一男組合長

議長をつとめた
二戸市の滝澤進総代

図１　総代定数の変更 図２　役員定数の変更

表１　選挙区と総代定数の見直し
変更前 変更後

理事定数の見直しには総代の減数率と同率を適用。
監事数は国の指導によります。

令和２年４月１日時点での組合員数（68,358人）を平成
27年のＮＯＳＡＩ岩手発足時の総代定数の基準（組合
員300人あたり総代１人）に合わせて見直しました。

令和２年度  第１回臨時総代会令和２年度  第１回臨時総代会

総代総数	　　　297名
本人出席	　　　　 7名
書面出席	　　　289名
出席者合計	　　296名
議決権数  295（議長を除く）
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質
問

答
弁

菊地 悟悦 総代 （一関市）

令和２年度  第１回臨時総代会令和２年度  第１回臨時総代会

議
案
第
４
号

農
作
物
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
５
号

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定

に
つ
い
て

　
危
険
段
階
区
分
数
を
41
区
分
と
し
て
、
水
稲
は
令
和
３

年
産
、
麦
は
令
和
４
年
産
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
責
任
期

間
が
始
ま
る
共
済
関
係
か
ら
適
用
し
ま
す
（
図
３
）。

議
案
第
６
号

家
畜
診
療
所
の
診
療
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
昨
年
、
家
畜
共
済
の
制
度
改
正
で
家
畜
診
療
所
勘
定
が

家
畜
共
済
勘
定
か
ら
分
離
・
独
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
家
畜
診
療
所
の
収
入
と
し
て
い
た
家
畜
共
済
掛
金
乙

額
が
除
か
れ
て
、
家
畜
診
療
所
勘
定
収
支
が
構
造
的
な
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
は
診
療
料
金
の
見
直
し
な
ど

で
収
支
改
善
に
努
め
る
よ
う
に
指
導
を
受
け
、
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
家
畜
診
療
所
が
役
割
を
果

た
す
た
め
に
も
、
診
療
料
金
を
引
き
上
げ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
図
４
）。

※
今
回
の
見
直
し
は
、家
畜
共
済
事
故
（
病
傷
事
故
診
療
）

で
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
家
畜
診
療
所
を
利
用
し
た
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
７
号

職
員
給
与
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
一
般
職
員
の
地
区
担
当
手
当
を
廃
止
し
ま
す
。
ま
た
、

家
畜
診
療
所
の
獣
医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師
の
特
殊
勤
務

手
当
を
引
き
下
げ
す
る
こ
と
で
、
家
畜
診
療
所
の
収
支
安

定
を
図
り
ま
す
。

　

議
案
第
６
号
に
つ
い
て
、
今
回
の
診
療
料
金
の
改

正
で
家
畜
診
療
所
勘
定
の
改
善
に
な
る
の
か
。

　
今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
今
年
度
収
支
見
込
ベ
ー

ス
で
お
よ
そ
７
０
０
０
万
円
増
え
る
試
算
と
な
り
ま

す
が
、
収
支
改
善
に
は
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

診
療
点
数
１
点
あ
た
り
13
円
以
上
に
値
上
げ
す
る
と
、

家
畜
共
済
加
入
者
の
自
己
負
担
額
が
あ
ま
り
に
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
12
円
と
し
て
、
今
後
は
共

済
事
故
外
診
療
料
金
や
家
畜
人
工
授
精
料
金
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
検
討
し
て
、
診
療
所
の
経
営
改
善
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

各地域センターから総代１名ずつが出席

直近の 20 年間の平均損害率をもとに加入者を 41 区分に分類して、
損害率に応じた掛金負担にします。被害が少なければ段階的に区分
が下がり、掛金も安くなります。

　支払共済金は１点 10 円で計算する
ため、このカルテの病傷事故診療費
は 10,000 円になり、家 畜 診 療 所の
診療料金も１点 10 円で計算するため
10,000 円になります。支払共済金は
病傷事故診療費の９割と定められてい
るため 9,000 円に、自己負担は１割の
1,000 円になります。

　家畜診療所の診療料金は１点 12 円
で計算するため、このカルテの診療料
金は 12,000 円になります。そのため、
見直し後は１点２円部分（2,000 円）と
従来の１点 10 円で計算した１割部分

（1,000 円）の合計である 3,000 円が
自己負担になります。

図３　危険段階別共済掛金率のイメージ

図４　診療料金の見直し

支払共済金を計算するための病傷事故診療費
1,000点×10円＝10,000円

支払共済金を計算するための病傷事故診療費
1,000点×10円＝10,000円

家畜診療所の診療料金
1,000点×10円＝10,000円

家畜診療所の診療料金
1,000点×12円＝12,000円

支払共済金
9,000円（９割）

支払共済金
9,000円（９割）

41区分

共済掛金

-20 -19
-18

0

18
19

20

低

病傷事故診療カルテ　B種総点数1,000点の場合

高

家畜共済診療点数表の
Ｂ種総点数×10円

家畜共済診療点数表の
Ｂ種総点数×12円

※詳細は7ページ　図５

1,000円
（1割）

1,000円
（１割部分）

2,000円
（１点2円分）

現行

令和３年４月１日の診療から

図５　診療料金の見直しに関する解説図

自己
負担
額

自己
負担

自己
負担額

新規加入の方は
0の区分になります

見直し前

見直し後
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診
療
所
通
信

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656
宮古家畜診療所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診はできませんのでご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。
※土日祝日は、急患の受付に限定させていただきますのでご了承ください。

岩
手
沿
岸
基
幹
家
畜
診
療
所

診
療
課

阿
部 

正
輝 

家
畜
人
工
授
精
師

知
っ
て

得
す
る

が
可
能
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

皮
ま
で
食
べ
ら
れ
る

　
「
甘
く
て
ね
っ
と
り
と
し
た
食
感
が
消
費
者
か

ら
好
評
で
す
。
農
薬
や
肥
料
を
使
っ
て
い
な
い
の

で
、
皮
ま
で
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
」
と
大
澤
さ
ん
。

商
品
名
の
「
北き
た
か
み
じ
ょ
う
も
ん
ば
な
な

上
縄
文
実
芭
蕉
」
は
大
澤
さ
ん

が
名
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
水
や
り
は
手
作
業

で
行
っ
て
い
ま
す
。「
バ
ナ
ナ
の
木
に
も
個
体
差

が
あ
り
ま
す
。
１
本
１
本
の
土
の
状
態
を
よ
く
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

創
造
性
を
活
か
し
て

　

自
身
の
広
告
代
理
店
で
各
種
企
画
デ
ザ
イ
ン

お
よ
び
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
る
大
澤
さ
ん

は
「
農
業
の
ほ
う
が
頭
を
使
い
ま
す
。
創
造
性

が
大
事
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。「
農
業
は
毎
回

同
じ
結
果
に
な
ら
な
い
の
で
試
行
錯
誤
の
連
続

で
す
。ま
だ
自
分
が
納
得
の
い
く
結
果
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
行
動
か
ら
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
人
が
増
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

北上市にある産直「あぐり夢
む
く

ちない」や「さらきの里」で販
売（写真提供＝大澤さん）

氷
河
期
の
凍
結
・
解
凍
を
再
現

　
大
澤
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
で
広
告
代
理
店
を

経
営
す
る
傍
ら
、
北
上
市
で
バ
ナ
ナ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
９
月
に
同
市
平
沢
の
二

重
被
覆
ハ
ウ
ス
１
棟
（
２・
４
㌃
）
に
バ
ナ
ナ

の
苗
42
本
を
定
植
。
翌
年
10
月
に
初
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。

　

凍
結
解
凍
覚
醒
法
と
は
、
氷
河
期
の
凍
結
・

解
凍
現
象
を
人
工
的
に
再
現
し
、
植
物
の
種
子

や
細
胞
を
覚
醒
さ
せ
る
技
術
で
す
。
遺
伝
子
組

み
換
え
な
ど
を
一
切
行
っ
て
い
な
い
苗
を
、
１

日
０・
５
度
ず
つ
氷
点
下
60
度
ま
で
ゆ
っ
く
り

と
凍
結
さ
せ
ま
す
。「
寒
さ
や
病
害
虫
へ
の
耐

性
が
つ
く
ほ
か
、
糖
度
の
上
昇
や
生
育
速
度
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
無
農
薬

栽
培
や
熱
帯
地
域
以
外
で
の
熱
帯
植
物
の
栽
培

  北上市   
株式会社ごろすけＡＣファーム 代表取締役   　

肥料を使わず、微生物が生育しやすい土壌環
境を整えることで養分を吸収させる

特
殊
な
技
術
で

県
内
初
の
バ
ナ
ナ
栽
培

大
お お さ わ

澤 啓
け い ぞ う

造さん

　
「
自
分
の
行
動
が
、
誰
か
を
動
か
す
力
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
北
上
市
相
去
町
に
あ
る
「
株

式
会
社
ご
ろ
す
け
Ａ
Ｃ
フ
ァ
ー
ム
」の
大
澤
啓
造
さ
ん（
72
）。

凍
結
解
凍
覚
醒
法
で
生
産
さ
れ
た
苗
を
使
っ
て
、
県
内
初

の
バ
ナ
ナ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
薬
を
使
わ
ず

に
栽
培
し
て
い
る
た
め
、皮
ま
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「バナナは３年間で５回収穫できます。現在、３回目の収穫の最中
です」と大澤さん

いちばん星 輝 く岩 手 の   農 業 人

重
要
で
す
。
発
情
観
察
を
せ
ず
に
、
産
後
早

期
に
治
療
を
開
始
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
早
く
受
胎
さ
せ
た
い
と
思
う
気
持
ち

は
良
く
分
か
り
ま
す
が
、
母
牛
の
産
後
回
復

す
る
期
間
を
必
ず
持
ち
、
発
情
観
察
す
る
こ

と
は
適
期
授
精
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。

一
頭
ご
と
に
適
し
た
個
体
管
理
を

　
飼
料
給
与
で
は
、
次
回
の
発
情
の
た
め
に

産
前
２
か
月
前
か
ら
増
し
飼
い
を
す
る
と
い

う
の
が
通
例
で
す
が
、
母
牛
に
も
体
の
大
き

い
牛
、
小
さ
い
牛
、
太
り
や
す
い
牛
、
痩
せ

や
す
い
牛
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
全
頭
に
同
じ

量
を
毎
日
給
与
す
る
の
で
は
な
く
、
今
、
そ

の
牛
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、
一
頭
一

頭
の
特
徴
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し

た
個
体
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
観
察
す
る
時
間
を
少
し
で
も
多
く
持
ち
、

個
体
の
特
徴
を
よ
く
掴
ん
で
、
適
期
に
授
精

師
を
呼
べ
る
飼
養
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

最
も
受
胎
し
や
す
い
と
き︵
適
期
︶に

人
工
授
精
を
す
る
た
め
に

人
工
授
精
を
依
頼
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

　
繁
殖
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
常
日
頃
か
ら

「
発
情
を
見
つ
け
て
人
工
授
精
を
し
て
も
ら

う
こ
と
」を
意
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
な
の
が
、
牛
の
発
情
を
発
見
し

て
か
ら
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
授
精
依
頼
を
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
一
般
的
に
、
人
工
授
精
適
期
は
強
い
発
情

徴
候
の
あ
と
６
～
12
時
間
位
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、発
情
を
午
前
（
Ａ
Ｍ
）

に
発
見
し
た
ら
午
後
（
Ｐ
Ｍ
）
に
授
精
、
午

後
（
Ｐ
Ｍ
）
に
発
情
を
発
見
し
た
ら
翌
日
午

前
（
Ａ
Ｍ
）
に
授
精
を
す
る
方
法
（
Ａ
Ｍ
―

Ｐ
Ｍ
法
）
で
授
精
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
次
の
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
発
情
行
動
が
あ
り
授

精
依
頼
を
し
た
が
、
排
卵
後
で
タ
イ
ミ
ン
グ

が
悪
か
っ
た
」、「
発
情
行
動
が
無
く
、
粘
液

発
見
だ
け
で
依
頼
し
た
が
発
情
で
は
な
か
っ

た
」、「
発
情
周
期
通
り
に
発
情
が
来
て
い
る

の
に
受
胎
し
な
い
」。
こ
の
よ
う
な
牛
は
、

も
う
一
度
発
情
兆
候
の
発
見
と
人
工
授
精
の

適
期
を
見
直
し
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
早
め
た
り
、

遅
く
し
た
り
と
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

観
察
が
重
要

　

獣
医
師
に
よ
る
治
療
が
必
要
な
時
も
あ

り
ま
す
が
、
発
情
兆
候
と
発
情
行
動
の
観
察

が
と
て
も
大
切
で
す
。ほ
か
の
作
業
の
た
め
、

牛
と
接
す
る
時
間
が
短
い
日
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
確
実
に
発
情
を
発
見
す
る

に
は
１
日
２
～
３
回
、
10
～
20
分
程
度
の
観

察
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
授

精
を
依
頼
す
る
際
に
は
「
い
つ
頃
か
ら
、
ど

う
い
う
状
態
か
」
を
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た

だ
く
と
、
授
精
適
期
を
見
極
め
る
の
に
と
て

も
役
立
ち
ま
す
。

産
後
の
回
復
期
間

　
発
情
を
発
見
す
る
上
で
「
待
つ
」
こ
と
も
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結いの大地 旬だより

　
八
幡
平
市
田
頭
の
遠
藤
光
一
さ

ん
（
71
）
は
、
ハ
ウ
ス
１
棟
（
約

50
坪
）
で
赤
根
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を

栽
培
し
て
、
毎
年
地
元
の
産
直
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
、
ハ
ウ
ス
の
窓
を
開

け
て
栽
培
中
の
株
に
冷
た
い
外
気

を
あ
て
る
「
寒
締
め
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
赤
根
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
ピ
ン

ク
が
か
っ
た
赤
色
の
根
の
部
分

に
、
甘
み
が
特
に
凝
縮
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
遠
藤
さ

ん
は
「
寒
さ
が
厳
し
い
ほ
ど
、
鮮

や
か
な
赤
色
と
甘
み
が
増
し
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

出
荷
の
ピ
ー
ク
は
１
月
上
旬
。

遠
藤
さ
ん
は
「
根
が
特
徴
な
の

で
、
丸
ご
と
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
一
関
市
花
泉
町
老
松
の
「
お
い

ま
つ
柿か

き
え
ん
た
い

援
隊
（
組
合
員
24
人
）」

で
は
、
老
松
地
区
で
収
穫
さ
れ
た

お
よ
そ
１
万
個
の
柿
で
、
特
産
の

干
し
柿
「
お
い
ま
つ
柿
」
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
の
は
、
甘
み
が
強
い

「
長
柿
」と
実
が
大
き
い「
蜂
屋
柿
」

の
２
種
類
で
す
。
11
月
上
旬
に
収

穫
し
た
柿
の
皮
を
む
い
て
、
一
か

月
ほ
ど
屋
外
に
干
し
て
か
ら
屋
内

に
移
動
し
ま
す
。
傷
が
つ
か
な
い

よ
う
に
丁
寧
に
箱
詰
め
し
て
、
12

月
末
に
か
け
て
市
内
の
産
直
な
ど

に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
野
寺
義
成
組
合
長
は
「
農
作

業
が
落
ち
着
い
て
か
ら
地
域
の
み

な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

地
元
産
の
ヤ
ギ
ミ
ル
ク
を
使
っ

た
パ
ン
と
ヤ
ギ
肉
料
理
を
提
供
す

る
「
B
O
U
L
A
N
G
E
R
I
E 

L
A
I
T 

D
E 

C
H
E
V
R
E

（
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー 

レ
・
ド
・

シ
ェ
ー
ブ
ル
）」
が
、
令
和
２
年
６

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
店
内
で
は
、宮
古
市
田
老
の
「
し

あ
わ
せ
乳
業
株
式
会
社
」
が
飼
育

し
た
ヤ
ギ
の
ミ
ル
ク
と
生
後
14
か

月
前
後
の
オ
ス
の
ヤ
ギ
肉
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
田
英
仁
オ
ー
ナ
ー
は「
当

店
の
ヤ
ギ
肉
は
く
せ
が
少
な
く
て
、

脂
は
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
。
噛

む
た
び
に
甘
み
が
出
て
き
ま
す
よ
」

と
P
R
し
ま
す
。

　

朝
は
パ
ン
、
昼
は
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
デ
ィ
ナ
ー
も
始
め
る
予
定
で
す
。

　
二
戸
市
浄
法
寺
町
の
株
式
会
社

馬
場
園
芸
で
は
、
自
宅
で
簡
単
に

栽
培
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
栽
培
キ
ッ

ト
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
花
き
栽
培
後
の
ハ

ウ
ス
３
棟
（
2
8
0
坪
）
で
冬

場
に
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
馬
場

淳
代
表
取
締
役
は
「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
、
自
宅
で
も
鮮
度
の
良

い
状
態
で
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
栽

培
キ
ッ
ト
を
発
案
し
ま
し
た
。

　

育
て
方
は
、
付
属
の
遮
光
ビ

ニ
ー
ル
を
か
け
て
週
に
一
度
の
水

や
り
だ
け
で
す
。馬
場
代
表
は「
と

り
た
て
が
一
番
甘
く
て
お
い
し
い

で
す
よ
。
成
長
の
様
子
を
観
察
し

な
が
ら
、
お
い
し
く
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

「今年は例年より寒いので、良い出来になると期待し
ています」と遠藤さん

「今年は天候に恵まれたので、いい出来ですよ」と小
野寺組合長

「一度食べていただいて、ヤギ肉の魅力を知ってもら
いたい」と前田オーナー

「１つの株から１２本くらい収穫できます。暖かい室温
で育ててください」と馬場代表

箱詰め作業する組合員

▷宮古市末広町８-１
▷℡0193-65-9161
※ヤギ肉料理は要予約 赤根ホウレンソウ

◀︎直射日光が当たらないよう
に遮光ビニールをかける

▲注文はホームページから

「
寒
締
め
」
で
甘
く

楽
し
く
干
し
柿
づ
く
り

珍
し
い
ヤ
ギ
肉
料
理

自
宅
で
と
り
た
て
を
味
わ
う

●

●

岩手銀行
宮古中央支店

宮古郵便局 ★

宮古駅

BOULANGERIE LAIT DE CHEVRE

八
幡
平
市

一
関
市

宮
古
市

二
戸
市
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 一
筆
方
式
は
令
和
３
年
産
ま
で

あ
な
た
に
合
う
補
償
は
？

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

※
印
の
加
入
方
式
に
は
、
一
筆
半
損
特
約
を
つ
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

青
色
申
告
を
し
て
い
る

お
お
む
ね
全
量
を
乾
燥
調
製
施
設
（
Ｊ
Ａ
の
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
）
に
出
荷
し
て
い
る

品
質
低
下
の
補
償
も
必
要

収
入
保
険

　

収
量
や
品
質
だ
け

で
な
く
、
市
場
価
格

の
低
下
や
取
引
先
の

倒
産
な
ど
、
収
入
減

少
を
幅
広
く
補
償
す

る
収
入
保
険
が
お
す

す
め
で
す
。

品
質
方
式

　

乾
燥
調
製
施
設
の

規
格
別
出
荷
伝
票
か

ら
、
収
量
の
減
少
、

品
質
低
下
に
伴
う
生

産
金
額
の
減
少
を
補

償
し
ま
す
。

全
相
殺
方
式

　
乾
燥
調
製
施
設
の

出
荷
伝
票
か
ら
、
収

量
の
減
少
を
補
償
し

ま
す
。

半
相
殺
方
式

　
被
害
耕
地
を
調
査

し
て
、
減
収
量
の
合

計
が
、
基
準
収
穫
量

の
２
割
を
超
え
た
場

合
に
補
償
し
ま
す

（
８
割
補
償
の
場
合
）。

掛金と共済金の目安

水
稲
共
済
で

災
害
に
備
え
る

　

令
和
３
年
産
水
稲
共
済
の
加
入
申
込
が
始
ま
り
ま
す
。
水

稲
共
済
に
加
入
し
て
、
自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

申
込
は
４
月
20
日
ま
で

　
水
稲
共
済
に
加
入
す
る
方
は
、

４
月
20
日
ま
で
に
「
水
稲
共
済

加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

込
期
限
を
過
ぎ
る
と
加
入
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

ふ
る
い
目
幅

１・９
㍉
に
変
更

　

令
和
３
年
産
か
ら
、
半
相
殺
方
式
と
一
筆
方
式
で
平
年
の

収
量
や
損
害
評
価
時
の
収
穫
量
算
定
な
ど
に
用
い
る
ふ
る
い

目
幅
が
１・
８
㍉
か
ら
１・
９
㍉
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
基
準
収
穫
量
の
基
礎
と
な
る
収
量
等
級
の
基
準
単
収

も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
一
筆
方
式
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
令
和
４
年
産

か
ら
は
ほ
か
の
方
式
へ
の
移
行
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
加
入
方
式
の
変
更
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

月
2021

日

加
入
申
込
が

始
ま
り
ま
す

２
つ
の
特
約
で

補
償
ア
ッ
プ

◉
加
入
申
込
期
限

り
ん
ご

•
減
収
総
合
方
式
（
短
縮
方
式
）

•
特
定
危
険
方
式

•
減
収
総
合
方
式
（
一
般
方
式
）

•
全
相
殺
方
式

•
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

ぶ
ど
う　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４
月
10
日

　
果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
）
の
加
入
申
込
期
限
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
半
相
殺
特
定
危
険
方
式
と
樹
園
地
方
式
が
令
和
３
年
産

ま
で
で
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
方
式
へ
の
移
行
に
つ

い
て
も
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
果
樹
共
済
に
加
入
し

て
自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
復
旧
費
用
特
約
と
付
保
割
合
追
加
特
約
の
２
つ
を
セ
ッ
ト
で

付
け
る
と
、
最
大
で
ハ
ウ
ス
の
資
産
価
値
の
10
割
ま
で
補
償
し

ま
す
。
築
年
数
に
応
じ
て
補
償
額
が
下
が
ら
な
い
の
で
、
古
い

ハ
ウ
ス
も
十
分
な
補
償
が
で
き
ま
す
。

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

…
…
…
… 

３
月
15
日

…
…
…
… 

４
月
30
日

　

防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費
の
８
割
助

成
（
５
万
円
を
限
度
）
の
申
請
期
限
を

延
長
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

助
成
対
象
者

園
芸
施
設
共
済
加
入
者

（
申
請
時
に
加
入
申
込
を
し
て
い
る
方

も
含
み
ま
す
）

※
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
、

設
置
済
み
の
園
芸
施
設
用
の
防
風
ネ
ッ

ト
が
対
象
で
す
。
果
樹
園
地
用
の
防
風

ネ
ッ
ト
な
ど
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
令
和
３
年
２
月
８
日
ま
で

提
出
書
類

　
交
付
申
請
書
と
領
収
書
明
細
（
ま
た

は
請
求
書
）
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 助

成
の
申
請
は

助
成
の
申
請
は

お
早
め
に

お
早
め
に

①
復
旧
費
用
特
約

　
復
旧
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

新
築
時
の
資
産
価
値
の
最
大

８
割
ま
で
補
償
し
ま
す
（
被

覆
材
は
補
償
対
象
外
で
す
）。

　

ま
た
、
自
力
復
旧
し
た
場

合
、
※
労
務
費
相
当
額
を
損
害

額
に
加
算
し
ま
す
。

※
復
旧
面
積
１
平
方
㍍
あ
た

り
1
0
0
円

②
付
保
割
合
追
加
特
約

　

新
築
時
の
資
産
価
値
の
最

大
２
割
を
追
加
で
補
償
し
ま

す
。
付
保
割
合
８
割
を
選
択

し
て
い
る
場
合
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

掛金 共済金
（全損の場合）

標準コース 37,700 円 200 万円

標準コース＋①＋② 56,250 円 287 万円
300坪のパイプハウス（パイプ径25.4㍉、4年経過、被覆材は新品、新築時の資産価値
287万円、平均的な掛金率の場合）の試算例

防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費

※

※

※

13 12NOSAIい わ て



任
期
が
満
了
し
ま
す

総
代
選
挙
を
実
施

選
挙
通
知（
は
が
き
）が
届
き
ま
す

総
代
・
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
・
損
害
評
価
会
委
員

損
害
評
価
員
の
役
割

　
水
稲
共
済
な
ど
の
被
害
申
告
が
あ
っ
た
耕
地
や
園
地
を

調
査
し
て
、
見
込
収
量
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。
共
済
金
支

払
い
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員
の
役
割

　
損
害
評
価
員
の
調
査
結
果
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。
ま
た
、
各
共
済
の
部
会
を
設
け
て
損
害
額
の

認
定
な
ど
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

総
代
の
役
割

　
組
合
員
の
代
表
と
し
て
総
代
会
に

出
席
し
て
、
組
合
員
の
意
思
を
決
定

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
総
代
は
必
ず

組
合
員
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
総
代
は
組
合
員
に
よ
る
選
挙
で
決

定
し
ま
す
（
表
１
）。
た
だ
し
、
立

候
補
ま
た
は
推
薦
に
よ
っ
て
受
付
期

間
内
に
定
数
（
表
２
）
ど
お
り
と
な
っ

た
場
合
は
、
投
票
を
行
わ
ず
に
当
選

者
が
決
定
し
ま
す
。

　
３
月
末
に
、
総
代
選
挙
通
知
（
図
１
）
が
組
合
員
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
届
出
が
あ
っ
た
総
代
候

補
者
数
が
選
挙
区
ご
と
の
定
数
ど
お
り
と
な
っ
た
場
合
は
、
無
投
票
の
案
内
（
図
２
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
職
員
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
業
務

の
一
部
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
委
嘱
し
て
事
業
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
総
代
、
共
済
部
長
、
損
害
評
価

員
、
損
害
評
価
会
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
改

選
の
年
と
な
り
ま
す
。

共
済
部
長
の
役
割

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
意
向
を
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
伝
達
し

た
り
、広
報
紙
な
ど
の
配
布
や
書
類
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
の
「
橋
渡
し
」
の

役
目
を
担
い
ま
す
。

広報紙の配布

組合員の代表として総代会に出席

水稲の被害耕地を調査
損害評価員の調査結果を検証す
るための抜取調査

 役職名と任期

役職名 任期満了年月日 改選後の任期 （３年間を基本とします）

総 代 令和 3 年 4 月 30 日 令和 3 年 5 月1日～令和 6 年 4 月 30 日

共 済 部 長 令和 3 年 3 月 31日 令和 3 年 4 月1日～令和 6 年 3 月 31日

損 害 評 価 員 令和 3 年 3 月 31日 令和 3 年 4 月1日～令和 6 年 3 月 31日

損害評価会委員 令和 3 年 5 月 31日 令和 3 年 6 月1日～令和 6 年 5 月 31日

３月２６日（金） 組合員に選挙通知発送

４月  ９日（金）
選挙の広告

総代立候補、推薦の受付開始

４月１３日（火） 総代立候補、推薦の受付期限

４月１４日（水）
候補者の公告

無投票通知の発送 
（投票とならない場合）

４月１８日（日） 投票日（投票となった場合）

４月１９日（月） 当選通知の発送

４月２４日（土） 当選人の公告

５月  １日（土） 総代就任

選挙区 総代定数

盛岡市（盛岡地域）・滝沢市・雫石町 12

八幡平市 10

盛岡市（玉山地域）・葛巻町・岩手町 10

盛岡市（都南地域）・紫波町・矢巾町 18

花巻市 23

北上市・西和賀町 20

奥州市水沢・金ケ崎町 13

奥州市江刺 13

奥州市前沢・奥州市衣川・奥州市胆沢 16

一関市一関地域 9

一関市花泉地域・平泉町 9

一関市大東地域・一関市東山地域 10

一関市千厩地域・一関市室根地域 7

一関市藤沢地域・一関市川崎地域 6

大船渡市・陸前高田市・住田町 7

遠野市・釜石市・大槌町 15

宮古市・山田町・岩泉町・田野畑村 8

二戸市・一戸町・軽米町・九戸村 17

久慈市・洋野町・野田村・普代村 7

合計 230

表２　総代選挙区と定数（令和3年5月より） 図１　総代選挙通知（投票所入場券）

図２　総代選挙無投票通知

令和○年○月○日（○）00:00から00:00まで

表１　令和３年総代選挙スケジュール

みほん

みほん
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鳥獣捕獲を強化

農
産
物
被
害
防
止
へ

　
政
府
は
、
令
和
２
年
11
月
か
ら
の
狩
猟
期
間
に
合

わ
せ
て
「
集
中
捕
獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
全
国
展
開

し
て
い
る
。
農
産
物
へ
の
被
害
が
大
き
い
地
域
な
ど

を
都
道
府
県
が
「
捕
獲
強
化
エ
リ
ア
」
に
設
定
し
、

捕
獲
者
や
わ
な
を
集
中
さ
せ
る
捕
獲
活
動
を
展
開
。

国
は
経
費
や
技
術
、
人
材
な
ど
を
追
加
支
援
す
る
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
６
年
連
続
で
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
営
農
意
欲
の
減
退
な
ど
被
害

額
に
反
映
さ
れ
な
い
影
響
も
多
く
、
捕
獲
目
標
達
成

に
向
け
た
対
策
の
強
化
・
継
続
が
重
要
だ
。

被
害
額
減
少
も
依
然
高
水
準

　

平
成
30
年
度
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額

は
、
前
年
度
比
６
億
円
減
の
約
１
５
８
億
円
で
、
被

害
額
の
６
割
以
上
を
占
め
る
の
が
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ

だ
。
政
府
は
、
推
定
生
息
頭
数
を
令
和
５
年
度
ま
で

に
２
０
１
万
頭
程
度
と
す
る
捕
獲
強
化
対
策
に
取
り

組
む
が
、
達
成
に
は
近
年
の
年
間
捕
獲
頭
数
を
20
万

頭
上
回
る
１
４
０
万
頭
の
捕
獲
が
必
要
と
な
る
。

捕
獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　
政
府
は
、
捕
獲
実
績
の
引
き
上
げ
に
向
け
て
都
道

府
県
の
捕
獲
頭
数
目
標
を
新
た
に
設
定
・
見
直
し
、

令
和
２
年
度
の
捕
獲
目
標
を
前
年
度
比
18
万
頭
増
の

１
３
６
万
頭
と
し
た
。
さ
ら
に
、
狩
猟
期
間
に
合
わ

せ
て
「
集
中
捕
獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
令
和
２
年
11

月
～
翌
３
月
ま
で
展
開
し
て
い
る
。
シ
カ
と
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
増
加
地
域
や
目
標
捕
獲
頭
数
と
の
か
い
離

が
大
き
い
地
域
を
、
都
道
府
県
が
捕
獲
強
化
エ
リ
ア

に
設
定
し
、
捕
獲
者
や
わ
な
、
費
用
を
広
域
的
・
集

中
的
に
投
入
す
る
。

助
成
金
で
捕
獲
後
押
し

　

農
林
水
産
省
は
、
令
和
３
年
度
予
算
概
算
要
求

で
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
に
令
和
２
年

度
当
初
予
算
比
で
60
億
円
増
の
１
６
０
億
円
を
計
上

し
た
。
１
頭
当
た
り
７
千
～
９
千
円
の
捕
獲
活
動
助

成
を
拡
充
し
、
地
域
の
平
均
捕
獲
頭
数
を
上
回
る
と

最
大
２
倍
ま
で
上
乗
せ
す
る
仕
組
み
を
新
設
。
地
方

財
源
な
ど
市
町
村
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
狩
猟
者

な
ど
の
捕
獲
意
欲
を
喚
起
し
、
地
域
で
の
取
り
組
み

を
後
押
し
し
た
い
考
え
だ
。

生
息
域
北
上
で
東
北
で
も
被
害
増
に

　
イ
ノ
シ
シ
で
は
、
積
雪
量
の
減
少
な
ど
温
暖
化
の

進
展
に
伴
っ
て
生
息
域
が
北
上
し
、
越
冬
が
難
し
い

と
さ
れ
た
青
森
県
で
も
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。
特

に
捕
獲
数
の
増
加
が
顕
著
な
東
北
地
方
で
は
、
農
産

物
へ
の
被
害
防
止
に
向
け
た
対
策
の
強
化
が
急
務

だ
。
鳥
獣
被
害
対
策
関
連
予
算
を
活
用
し
、
捕
獲
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
再
構
築
す
る
な
ど
集
中
的
か

つ
広
域
的
な
管
理
が
必
要
と
な
る
。

参
画
促
す
仕
組
み
づ
く
り
を

　

鳥
獣
捕
獲
の
担
う
狩
猟
免
許
所
持
者
数
は
減
少

し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
鳥
獣
の
捕
獲
強
化
に

は
、
わ
な
の
管
理
や
見
回
り
な
ど
狩
猟
免
許
を
所
持

し
な
く
て
も
、
捕
獲
に
従
事
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

が
必
要
だ
。

　
遠
野
市
で
は
、
農
家
を
中
心
に
し
た
シ
カ
捕
獲
応

援
隊
を
設
置
。
市
町
村
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と

連
携
し
た
捕
獲
体
制
を
構
築
し
て
捕
獲
頭
数
を
５
年

間
で
約
２・
８
倍
に
増
加
さ
せ
た
。
地
域
の
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
参
画
を
促
し
、
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
重
層
的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「快く取材を受けてくださ
る生産者さんや、情報を提供
してくれる職場のみなさんに
感謝しています」と話すのは、
ＪＡ江刺で、広報を担当して
いる小菅恵さんです。「広報紙
を読んで、農業に興味を持っ
てもらえるように年齢や栽培
品目など、幅広く取材を行っ
ています」と話します。
　恵さんは、学生の頃は演劇
部に所属していました。「趣味
で脚本を書いていたので、仕
事に活かされていますね」と
話します。「新型コロナウイル
スが落ち着いたら、全国の舞
台を見に行きたいです」と笑
顔を見せます。

小
こ す が

菅　恵
めぐみ

さん（36）

奥州市

舞台のパンフレットは大切に
保管しています

なでしこ
n a
d e s h i k o

私も農家のサポーター
農  政  最  前  線

県内の共済部長さん
を紹介します

理
解
し
︑偏
見
を
持
た
な
い

　
認
知
症
が
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
令
和
７

年
に
は
65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
が
認

知
症
と
の
予
測
が
あ
る
た
め
、
誰
で
も
な

り
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
認
知
症
の
人
た

ち
が
住
み
や
す
い
社
会
の
仕
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
必
要
な
の
が
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
な

い
こ
と
で
す
。
認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
、
脳
血
管
性
、
レ
ビ
ー
小
体
型
、

前
頭
側
頭
葉
型
、
ア
ル
コ
ー
ル
型
な
ど
の

種
類
が
あ
り
、
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
。
対
応

に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
の
症
状
を
逆
に
悪
化

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
特
に

家
族
な
ど
認
知
症
の
人
が
身
近
に
い
る
場

合
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
な
ど
の

受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

早
期
診
断
に
つ
な
げ
る

　
認
知
症
は
基
本
的
に
治
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
薬
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢
の

家
族
が
い
る
場
合
は
、
早
期
診
断
に
つ
な

が
る
よ
う
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
社

会
参
加
な
ど
で
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
以
前
、
認
知
症
の
人
が
起
こ

し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
家
族
が
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

個
人
賠
償
責
任
保
険
な
ど
の
加
入
を
検
討

し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

28年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

認
知
症
と
共
存
す
る

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

16

NOSAIの輪
　
「
１
０
０
％
満
足
が
い
く
作
品
は
、
ま

だ
書
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す

の
は
、
大
船
渡
市
猪
川
町
前
田
地
区
で

共
済
部
長
を
務
め
る
臼
井
さ
ん
。

　
臼
井
さ
ん
は
、
平
成
20
年
３
月
に
小
学

校
の
校
長
を
定
年
退
職
し
、
退
職
前
か
ら

興
味
が
あ
っ
た
習
字
を
始
め
ま
し
た
。「
教

員
時
代
も
授
業
な
ど
で
書
い
て
い
ま
し
た

が
、
毛
筆
で
書
く
字
を
も
っ
と
上
手
に
書

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
臼
井
さ

ん
。
定
年
退
職
後
に
地
元
の
習
字
塾
に
通

い
、
９
年
間
で
８
段
ま
で
取
得
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
毎
晩
習
字
を
書
い
て
い
る
と

い
う
臼
井
さ
ん
。
文
字
の
中
心
や
余
白
を

含
め
て
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
注
意
し
て
書
き
ま

す
。「
習
字
を
し
て
い
る
と
き
は
、
集
中

で
き
る
の
で
考
え
事
を
し
な
く
て
い
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

展覧会やコンクールに出品した作品

臼
う す い

井 定
さ だ し げ

重さん（73）

大船渡市猪川・前田地区

共済部長歴10年

集
中
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
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共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　
現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金

な
ど
の
納
入
は
「
口
座
振
替
」
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
な
ど

の
確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の

連
絡
を

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
被
害
の
発
生

　
　
自
然
災
害
や
干
害
、
火
災
、

病
虫
害
、
鳥
獣
害
お
よ
び
ハ
ウ

ス
や
建
物
、
農
機
具
の
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
確
認

し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
変
更
や
建

物
の
物
件
、
農
機
具
の
機
種
な

ど
加
入
内
容
の
変
更

■
家
畜
の
異
動

　
疾
病
傷
害
共
済

　
　
子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で

共
済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
変
更
前
の
付
保
割
合
や
異
動

日
前
後
の
家
畜
の
合
計
価
額
に

よ
っ
て
は
変
更
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
死
亡
廃
用
共
済

　
　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

（
以
下
、ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、

責
任
期
間
終
了
時
に
飼
養
実
績

を
確
認
し
ま
す
。
加
入
申
し
込

み
時
の
予
定
飼
養
頭
数
と
期
末

時
の
飼
養
実
績
と
の
調
整
事
務

を
行
い
ま
す
の
で
、
牛
の
異
動

な
ど
は
速
や
か
に
ト
レ
サ
へ
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

下
閉
伊
北
部
出
張
所（
家

畜
診
療
）を
休
止
し
ま
す

　
獣
医
師
の
退
職
に
伴
い
、
宮
古

家
畜
診
療
所
下
閉
伊
北
部
出
張

所
で
は
、
令
和
３
年
１
月
18
日
か

ら
岩
泉
町
・
田
野
畑
村
で
の
家
畜

診
療
業
務
を
休
止
し
ま
す
。
宮
古

市
・
山
田
町
の
診
療
は
宮
古
家
畜

診
療
所
で
対
応
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で
に
６

人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
岩
手
県
北
基
幹
家
畜
診
療
所

　
近
藤
寛
樹
（
診
療
課
長
）

　
田
端
義
巌（
損
防
課
技
術
副
主
幹
）

　
高
島
恵
輔

　
（
葛
巻
家
畜
診
療
所
技
術
副
主
幹
）

■
岩
手
沿
岸
基
幹
家
畜
診
療
所

　
松
浦
み
ゆ
き

　
（
宮
古
家
畜
診
療
所
技
術
主
幹
）

　
佐
藤
健
太
郎

　
（
損
防
課
技
術
主
査
）

　
織
田
楓
（
診
療
課
技
師
）

NOSAIか ら の お 知 ら せ

●「
知
っ
て
得
す
る
診
療
所
通
信
」を
い
つ

も
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。
獣
医
さ

ん
た
ち
の
頑
張
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

	
	

【
八
幡
平
市　
E
さ
ん
】

●
暮
ら
し
に
役
立
つ
マ
メ
知
識「
休
眠
口

座
に
つ
い
て
」、
そ
ろ
そ
ろ
終
活
準
備
で

預
金
通
帳
の
整
理
を
し
な
い
と
と
思
っ

て
い
た
の
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

	
	

【
西
和
賀
町　
K
さ
ん
】

●
軽
米
町
の「
さ
る
な
し
ふ
わ
り
」が
と
て

も
気
に
な
り
ま
す
。「
サ
ル
ナ
シ
」の
果

実
の
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

	
	

【
北
上
市　
T
さ
ん
】

●
い
ち
ば
ん
星
の
村
上
さ
ん
の
野
菜
、と
て

も
お
い
し
い
で
す
よ
。
ま
た
、
表
紙
に
い

つ
も
素
敵
な
ご
家
族
が
載
っ
て
い
る
の

で
楽
し
み
で
す
。	

【
遠
野
市　
A
さ
ん
】

●
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
い
つ
も
笑

顔
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
で
大
変
な
世
の
中
で
す
が
、
笑
顔
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

【
遠
野
市　
Ｋ
さ
ん
】

●
わ
が
家
の
か
ま
ど
が
好
き
で
す
。「
れ
ん

こ
ん
の
混
ぜ
ご
飯
」作
っ
て
み
ま
し
た

よ
。
レ
ン
コ
ン
が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
作
り
た
い
で
す
。

	
	

【
二
戸
市　
F
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

収入
保険

家畜
共済

ＮＯＳＡＩ岩手の総代定数は３００人から○○○人に見直さ
れます。〇〇〇に当てはまる文字はなんでしょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　(ヒント：５ページ参照）
①100　　②500　　③230

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に、図書カードをプレゼントします。
●応募締切　令和3年2月15日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　　NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略して本紙に掲載させていただく場合があります)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

10月号の答え
「②つなぎ」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ?今

月
の
表
紙

遠野市附馬牛町　佐々木清茂さんのお孫さん

　今日は早起きして、久しぶりにおじいちゃ
んと一緒に牛の餌やりのお手伝い。おじい
ちゃんに教わりながら、たくさんのわらを運
びました。
　最近は料理に興味があるという謙太くん
は、撮影日の前日に地域のケーキ作りの行
事に参加しました。「たくさんフルーツをのせ
たショートケーキを作りました」と笑顔を見
せます。
　先日、妹のリクエストに応え、オムライス
を作ってあげたという謙太くん。「家族みん
なにも作ってあげたいです」と話しました。

佐々木 謙
け ん た

太くん（10歳）

保
険
金
等
の
見
積
額

税
申
告
に
計
上
を
お
忘
れ
な
く

期
末
調
整
に
よ
る
共
済
掛
金
、

共
済
金
の
差
額

  

全
て
の
畜
産
農
家
の
た
め
に

獣
医
療
体
制
整
備
を
請
願

　
収
入
保
険
の
保
険
金
等
は
、

令
和
２
年
分
の
税
申
告
（
令

和
３
年
春
の
申
告
）
の
後
に

支
払
わ
れ
ま
す
が
、
保
険
金

等
を
受
け
取
る
見
込
み
が
あ

る
方
は
、
見
積
額
を
算
出
し

て
税
申
告
に
計
上
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
共
済
掛
金
の
返
還
額
ま
た
は
支
払
額
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
か
ら
通
知
が
発
出
さ
れ
た
年
分
の
総
収
入
金
額
（
益

金
）
ま
た
は
必
要
経
費
（
損
金
）
に
そ
れ
ぞ
れ
計
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
共
済
金
の
返
還
額
ま
た
は
支
払
額
は
、
加
入
者
の
事

業
規
模
か
ら
み
て
そ
の
金
額
が
多
額
と
認
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
通
知
が
発
出
さ
れ
た
年
分

の
総
収
入
金
額
（
益
金
）
ま
た
は
必
要
経
費
（
損
金
）

に
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
土
が
広
い
岩
手
県
で
は
、
開
業
獣
医
師
が
い
な
い

地
域
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
県
内
全
て
の
畜
産

農
家
に
十
分
な
獣
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
岩
手
の
菊
地
組
合
長
が
岩
手
県
議
会
に
「
行
政
が
主

導
す
る
獣
医
療
提
供
体
制
の
整
備
」
を
請
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
手
大
学
農
学
部
長
に
は
岩
手
県
獣
医
師
会

長
と
と
も
に
「
共
同
獣
医
学
科
に
お
け
る
地
域
枠
入
試

の
実
現
」
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

岩手県議会に請願書を提出（左から工藤勝子議員、関根
敏伸議長、菊地一男組合長、菊池邦和参事）

岩手大学にて地域枠入試を要請（左から佐々木一弥獣医
師会長、倉島栄一岩手大学農学部長、菊地組合長）

NOSAI全国連のホームページからも
算出できます
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発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

3
年

1
月

15
日

N
o.341

結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

ハクサイ外側の葉	
150g

ハクサイ内側の葉	
150g

ショウガすりおろし	
1片分

ブイヨンの素	
1袋

塩、黒コショウ	
少々

材料 ( ２人分 )

白
菜
の

と
ろ
と
ろ
ス
ー
プ

外
側
か
ら
内
側
ま
で

一
度
に
栄
養
を
い
た
だ
く

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

ハ
ク
サ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
1
㌢
幅
に

切
っ
て
２
つ
の
鍋
に
別
々
に
入
れ
る
。 

ハ
ク
サ
イ
の
内
側
の
葉
を
入
れ
た
鍋
に

シ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鍋
に

水
１
０
０
㏄
と
ブ
イ
ヨ
ン
の
素
を
半
分

ず
つ
入
れ
て
蓋
を
す
る
。
沸
騰
し
た
ら

中
弱
火
で
こ
と
こ
と
10
分
煮
る
。

❷ 

そ
れ
ぞ
れ
を
ミ
キ
サ
ー
で
滑
ら
か
に

し
て
鍋
に
戻
し
、塩
で
味
を
整
え
る
。

❸ 

も
う
一
度
温
め
、
2
種
類
を
器
に
同

時
に
流
し
入
れ
、黒
コ
シ
ョ
ウ
を
ふ
る
。

※
写
真
は
ク
ル
ト
ン
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

こ
と
こ
と
煮
て
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る

だ
け
で
、
牛
乳
な
ど
を
プ
ラ
ス
し
な
く

て
も
、
自
然
の
と
ろ
み
の
つ
い
た
ス
ー

プ
に
な
り
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

ビタミンCは全体に多く含まれていて、リンゴ
に比べても負けないほど。緑色の濃い部分には
カロテンが含まれています。くし切りにして使
うことで、栄養をまるごといただけますよ。

ハクサイ

2
0
2
1

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
TEL：0198–23–5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町4-101

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net/




